
(57)【要約】

【課題】最適な結紮が確認できるまではクリップの開き

直しが可能であり、生体組織を把持する強さに優れた内

視鏡用クリップを提供する。

【解決手段】内視鏡用クリップ１は、先端に本体先端爪

部２１０を有し、基端部５００より延出するとともに、

自己拡開性により開腕した両腕部２２０を備える本体２

００と、本体２００の基端部５００に挿通し、進退可能

に設けられた締付け部材３００とを備え、両腕部２２０

は、基端部５００より延出する湾曲部６００と、湾曲部

６００より先端側へ延出する略直線状の組織把持湾部７

００とで構成される内視鏡用クリップであって、両腕部

２２０は、締付けリング３００が湾曲部６００側へ移動

したとき閉腕し、基端部５００側へ移動したとき開腕す

るとともに、リブ２２５が湾曲部６００の対向する面側

の少なくとも一方の面側に設けられている。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 基 端 部 と 、 基 端 部 よ り 延 出 し 自 己 拡 開 性 に よ り 開 腕 す る 両 腕 部 と を 有 す る 本 体 と 、
　 前 記 本 体 に 、 進 退 可 能 に 挿 通 さ れ た 締 付 け 部 材 と を 備 え 、
　 前 記 両 腕 部 は 、 前 記 基 端 部 よ り 延 出 す る 湾 曲 部 と 、 前 記 湾 曲 部 よ り 先 端 側 へ 延 出 す る 略
直 線 状 の 把 持 部 と 、 該 把 持 部 の 先 端 に 設 け ら れ た 本 体 先 端 爪 部 と 、 を 含 み 、
　 前 記 湾 曲 部 の 対 向 す る 内 側 面 の 少 な く と も 一 方 に リ ブ が 設 け ら れ て お り 、
　 前 記 締 付 け 部 材 が 前 記 基 端 部 側 へ 移 動 し た と き 開 腕 す る と と も に 、 前 記 湾 曲 部 側 へ 移 動
し た と き に 前 記 リ ブ が 介 在 し た 状 態 で 両 腕 部 が 閉 腕 す る よ う に 構 成 さ れ た
こ と を 特 徴 と す る 内 視 鏡 用 ク リ ッ プ 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 リ ブ が 介 在 し た 状 態 で 両 腕 部 が 閉 腕 し た と き 、 前 記 両 腕 部 が 略 平 行 と な る 、 請 求 項
１ に 記 載 の 内 視 鏡 用 ク リ ッ プ 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 湾 曲 部 の 先 端 側 に 、 前 記 締 付 け 部 材 の 基 端 部 側 へ の 移 動 を 規 制 す る 第 一 の 段 差 部 が
設 け ら れ 、
　 前 記 係 合 部 の さ ら に 先 端 側 に 、 前 記 締 付 け 部 材 の 先 端 側 へ の 移 動 を 規 制 す る 第 二 の 段 差
部 が 設 け ら れ 、
　 前 記 締 付 け 部 材 が 前 記 第 一 の 段 差 部 か ら 前 記 第 二 の 段 差 部 の 間 の 領 域 に あ る と き 、 前 記
両 腕 部 が 閉 腕 す る よ う に 構 成 さ れ た 、 請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の 内 視 鏡 用 ク リ ッ プ 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 内 視 鏡 用 ク リ ッ プ に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 近 年 の 内 視 鏡 的 処 置 法 の 発 達 に 伴 い 、 内 視 鏡 下 に 処 置 可 能 な 部 位 が 増 え 、 早 期 癌 処 置 で
は Ｅ Ｓ Ｄ （ 内 視 鏡 的 粘 膜 下 層 剥 離 術 ） な ど に よ り 、 大 き な 病 変 を 一 括 切 除 し 、 処 置 後 の 再
発 率 が 低 下 し て き て い る が 、 そ の 反 面 、 無 理 な 切 開 等 に よ り 、 出 血 や 穿 孔 を 起 こ す 例 が 増
加 し て い る 。 そ こ で 、 簡 単 、 迅 速 に 対 応 ・ 処 置 が 可 能 で あ り 、 組 織 挫 滅 の 危 険 が 少 な い 内
視 鏡 を 用 い た ク リ ッ プ 装 置 が 使 用 さ れ て き て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 こ の よ う な 内 視 鏡 を 用 い た ク リ ッ プ 装 置 に 使 用 さ れ る ク リ ッ プ は 一 般 的 に 、 バ ネ 性 の あ
る 一 枚 の 板 材 を 曲 げ て 形 成 さ れ て お り 、 一 対 の 腕 部 が そ の 基 端 側 連 結 部 付 近 を 変 形 さ せ る
こ と に よ り 、 開 閉 す る ク リ ッ プ と 、 上 記 ク リ ッ プ の 基 端 連 結 部 付 近 に 係 合 し 、 上 記 腕 部 を
閉 じ た 状 態 に 維 持 す る ク リ ッ プ 閉 じ リ ン グ か ら な る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 こ の よ う な ク リ ッ プ と し て 、 バ ネ 性 の あ る 一 枚 の ス テ ン レ ス 鋼 板 材 な ど を 基 端 部 で α 状
に 曲 げ て 形 成 し 、 そ の 延 出 部 が 腕 部 と な っ て い る ク リ ッ プ が 紹 介 さ れ て い る （ 例 え ば 特 許
文 献 １ ） 。 し か し 、 一 枚 の 板 材 を 用 い て 、 基 端 部 を α 状 に 曲 げ た 形 状 に 形 成 す る た め 、 α
交 差 部 分 の 板 材 幅 が ク リ ッ プ 腕 部 板 材 幅 の 半 分 以 下 と な り 、 そ の 結 果 、 α 交 差 部 分 が 強 度
的 に 脆 弱 に な り 、 取 り 扱 い 中 に 誤 っ て 変 形 さ せ て 使 用 不 能 に な っ て し ま う こ と が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 こ れ を 解 決 す る た め 、 図 １ ６ に 示 す よ う に 、 ク リ ッ プ ９ ０ ０ は 、 基 端 連 結 部 ９ １ ０ と 一
対 の 腕 部 ９ ２ ０ の 境 界 部 の 板 材 強 度 を 維 持 す る た め に 、 板 状 部 材 に 両 外 側 か ら 内 向 き に 括
れ 部 ９ ３ ０ が 設 け ら れ て お り 、 括 れ の 頂 点 同 士 が 当 接 し て い る （ 図 １ ６ （ ａ ） ） 。 ク リ ッ
プ 基 端 連 結 部 ９ １ ０ に 接 続 さ れ て い る 操 作 部 材 ９ ４ ０ を 操 作 し て 、 ク リ ッ プ 基 端 連 結 部 ９
１ ０ を ク リ ッ プ 閉 じ リ ン グ ９ ５ ０ 内 に 引 き 込 む こ と に よ り 、 ク リ ッ プ 基 端 連 結 部 ９ １ ０ が
変 形 し 、 一 対 の 腕 ９ ２ ０ が 開 い た 状 態 に な る （ 図 １ ６ （ ｂ ） ） 。 次 に 、 ク リ ッ プ 基 端 連 結
部 ９ １ ０ を ク リ ッ プ 閉 じ リ ン グ ９ ５ ０ 内 に さ ら に 引 き 込 む と 、 ク リ ッ プ 基 端 連 結 部 ９ １ ０
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が さ ら に 変 形 す る と 同 時 に ク リ ッ プ 閉 じ リ ン グ ９ ５ ０ の 先 端 が ク リ ッ プ 腕 ９ ２ ０ を 背 側 か
ら 押 し 、 そ れ に よ っ て 一 対 の 腕 部 ９ ２ ０ が 閉 じ た 状 態 に な り 、 爪 部 ９ ２ ２ が 患 部 １ ０ ０ を
結 紮 す る （ 図 １ ６ （ ｃ ） ） 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
し か し 、 前 述 の ク リ ッ プ ９ ０ ０ で は 、 ク リ ッ プ 基 端 連 結 部 ９ １ ０ を 変 形 さ せ 、 括 れ 部 ９ ３
０ を 支 点 と し て ク リ ッ プ 腕 ９ ２ ０ を 開 腕 す る た め 、 開 腕 幅 Ｐ を 広 く す る た め に は ク リ ッ プ
腕 部 ９ ２ １ が 長 く 、 ま た 、 括 れ 部 ９ ３ ０ 同 士 が 当 接 し て い る 必 要 が あ る が 、 逆 に ク リ ッ プ
閉 成 時 の 両 腕 の 幅 Ｑ が 大 き く な る 。 ま た 、 組 織 を し っ か り と 把 持 す る た め に 、 爪 部 ９ ２ ２
同 士 を 当 接 さ せ る に は 、 爪 部 ９ ２ ２ を 長 く す る 必 要 が あ る 。
　 し か し 、 爪 部 ９ ２ ２ が 長 い 場 合 、 硬 性 組 織 を 結 紮 し た 際 に 爪 部 ９ ２ ２ が 変 形 、 把 持 力 が
低 下 し 、 確 実 な 把 持 が で き な い 問 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 ま た 、 ク リ ッ プ ９ ０ ０ は 括 れ 部 ９ ３ ０ が 当 接 し て い る た め 、 常 に ク リ ッ プ 腕 外 方 向 に 応
力 が 生 じ て い る 。 こ れ に 逆 ら っ て ク リ ッ プ 閉 じ リ ン グ ９ ５ ０ 内 に ク リ ッ プ ９ ０ ０ を 引 き 込
み 、 ク リ ッ プ を 閉 腕 さ せ る に は 大 き な 力 が 必 要 に な る と い う 問 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
【 特 許 文 献 １ 】 実 開 昭 ５ ０ － ７ ５ ７ ９ ７ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 ２ ０ ０ ２ － ３ ６ ０ ５ ９ １ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 は 上 記 事 情 に 鑑 み て な さ れ た も の で あ り 、 最 適 な 結 紮 が 確 認 で き る ま で は ク リ ッ
プ の 開 き 直 し が 可 能 で あ り 、 生 体 組 織 を 把 持 す る 強 さ に 優 れ た 内 視 鏡 用 ク リ ッ プ を 提 供 す
る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 の 内 視 鏡 用 ク リ ッ プ は 、
　 基 端 部 と 、 基 端 部 よ り 延 出 し 自 己 拡 開 性 に よ り 開 腕 す る 両 腕 部 と を 有 す る 本 体 と 、
　 前 記 本 体 に 、 進 退 可 能 に 挿 通 さ れ た 締 付 け 部 材 と を 備 え 、
　 前 記 両 腕 部 は 、 前 記 基 端 部 よ り 延 出 す る 湾 曲 部 と 、 前 記 湾 曲 部 よ り 先 端 側 へ 延 出 す る 略
直 線 状 の 把 持 部 と 、 該 把 持 部 の 先 端 に 設 け ら れ た 本 体 先 端 爪 部 と 、 を 含 み 、
　 前 記 湾 曲 部 の 対 向 す る 内 側 面 の 少 な く と も 一 方 に リ ブ が 設 け ら れ て お り 、
　 前 記 締 付 け 部 材 が 前 記 基 端 部 側 へ 移 動 し た と き 開 腕 す る と と も に 、 前 記 湾 曲 部 側 へ 移 動
し た と き に 前 記 リ ブ が 介 在 し た 状 態 で 両 腕 部 が 閉 腕 す る よ う に 構 成 さ れ た こ と を 特 徴 と す
る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 こ の 内 視 鏡 用 ク リ ッ プ に お い て は 、 一 度 閉 腕 し た 場 合 で も 、 締 付 け 部 材 が 湾 曲 部 に あ れ
ば 、 本 体 の 自 己 拡 開 性 に よ り 締 付 け 部 材 を 基 端 側 へ 押 し 戻 す こ と が で き る 。 こ う す る こ と
に よ っ て 、 最 適 な 結 紮 が で き る ま で 再 手 技 が 可 能 と な る 。 ま た 、 湾 曲 部 の 内 側 に 対 向 す る
面 側 に リ ブ を 有 す る た め 、 先 端 の 爪 部 の 長 さ を 短 く す る こ と が 可 能 と な り 、 結 紮 力 を 高 め
る こ と が で き る 。 か か る 効 果 は 、 閉 腕 時 両 腕 部 が 略 平 行 と な る よ う に す れ ば 、 よ り 顕 著 と
な る 。
　 さ ら に 、 湾 曲 部 の 先 端 側 に 、 締 付 け 部 材 の 基 端 部 側 へ の 移 動 を 規 制 す る 第 一 の 段 差 部 が
設 け ら れ 、 係 合 部 の さ ら に 先 端 側 に 、 締 付 け 部 材 の 先 端 側 へ の 移 動 を 規 制 す る 第 二 の 段 差
部 が 設 け ら れ 、 締 付 け 部 材 が 第 一 の 段 差 部 か ら 第 二 の 段 差 部 の 間 の 領 域 に あ る と き 、 両 腕
部 が 閉 腕 す る 構 成 と し て も よ い 。 こ れ に よ り 、 最 適 な 結 紮 が 確 認 で き た あ と に 、 体 組 織 の
結 紮 を 確 実 に 維 持 す る こ と が で き 、 ま た 、 締 付 け 部 材 が 、 本 体 の 先 端 側 に 進 み す ぎ 締 付 け
部 材 が 、 先 端 側 か ら 脱 落 す る こ と を 防 止 で き る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ２ 】
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　 本 発 明 に よ れ ば 、 最 適 な 結 紮 が 確 認 で き る ま で は ク リ ッ プ の 開 き 直 し が 可 能 で あ り 、 生
体 組 織 を 把 持 す る 強 さ に 優 れ た 内 視 鏡 用 ク リ ッ プ を 提 供 す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 以 下 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に つ い て 、 図 面 を 用 い て 説 明 す る 。 な お 、 す べ て の 図 面 に お い
て 、 共 通 す る 構 成 要 素 に は 同 一 符 号 を 付 し 、 以 下 の 説 明 に お い て 詳 細 な 説 明 を 適 宜 省 略 す
る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 図 １ は 、 本 発 明 に よ る 内 視 鏡 用 ク リ ッ プ の 第 一 の 実 施 形 態 に つ い て 示 し た 図 で あ る 。
　 本 体 ２ ０ ０ は 、 基 端 部 ５ ０ ０ と 、 基 端 部 ５ ０ ０ よ り 延 出 し 自 己 拡 開 性 に よ り 開 腕 す る 両
腕 部 ２ ２ ０ と を 備 え る 。
　 締 付 け 部 材 （ 締 付 け リ ン グ ） ３ ０ ０ は 、 本 体 ２ ０ ０ に 、 進 退 可 能 に 挿 通 さ れ て い る 。
　 両 腕 部 ２ ２ ０ は 、 基 端 部 ５ ０ ０ よ り 延 出 す る 湾 曲 部 ６ ０ ０ と 、 湾 曲 部 ６ ０ ０ よ り 先 端 側
へ 延 出 す る 略 直 線 状 の 組 織 把 持 湾 部 ７ ０ ０ と 、 組 織 把 持 湾 部 ７ ０ ０ の 先 端 に 設 け ら れ た 本
体 先 端 爪 部 ２ １ ０ と を 含 む 。 基 端 部 ５ ０ ０ に は 凸 部 ２ ２ １ が 設 け ら れ て い る 。 湾 曲 部 ６ ０
０ の 先 端 側 （ 組 織 把 持 湾 部 ７ ０ ０ ） に は 、 締 付 け 部 材 ３ ０ ０ と 係 合 し 締 付 け 部 材 ３ ０ ０ の
基 端 部 側 へ の 移 動 を 規 制 す る 第 一 の 段 差 部 ２ ２ ２ が 設 け ら れ 、 第 一 の 段 差 部 ２ ２ ２ の さ ら
に 先 端 側 に 、 締 付 け 部 材 ３ ０ ０ の 先 端 側 へ の 移 動 を 規 制 す る 第 二 の 段 差 部 ２ ２ ３ が 設 け ら
れ て い る 。 締 付 け 部 材 ３ ０ ０ が 第 一 の 段 差 部 ２ ２ ２ か ら 第 二 の 段 差 部 ２ ２ ３ の 間 の 領 域 に
あ る と き 、 両 腕 部 が 閉 腕 す る よ う に 構 成 さ れ て い る 。
　 湾 曲 部 ６ ０ ０ の 対 向 す る 内 側 面 の そ れ ぞ れ に リ ブ ２ ２ ５ （ 閉 腕 角 度 補 正 部 材 ） が 設 け ら
れ て お り 、 締 付 け 部 材 ３ ０ ０ が 基 端 部 ５ ０ ０ 側 へ 移 動 し た と き 開 腕 す る と と も に 、 湾 曲 部
６ ０ ０ 側 へ 移 動 し た と き に リ ブ ２ ２ ５ が 介 在 し た 状 態 で 両 腕 部 ２ ２ ０ が 閉 腕 す る よ う に 構
成 さ れ て い る 。 リ ブ ２ ２ ５ の 位 置 は 、 特 に 限 定 は さ れ る も の で は な い が 、 湾 曲 部 ６ ０ ０ で
両 腕 部 ２ ２ ０ が 対 向 す る 面 側 の 内 側 の 略 中 央 に あ る こ と が 好 ま し い 。
　 リ ブ ２ ２ ５ が 介 在 し た 状 態 で 両 腕 部 ２ ２ ０ が 閉 腕 し た と き 、 両 腕 部 ２ ２ ０ の 各 腕 は 、 平
行 と な る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 向 か い 合 う 本 体 先 端 爪 部 ２ １ ０ は 自 己 拡 開 性 に よ り 開 い て お り 、 基 端 部 ５ ０ ０ の 凸 部 ２
２ １ よ り 先 端 側 に は 締 付 け リ ン グ ３ ０ ０ が 進 退 自 在 に 装 着 さ れ て い る 。 凸 部 ２ ２ １ は 締 付
け リ ン グ ３ ０ ０ が 通 り 抜 け ら れ な い 幅 に 形 成 さ れ て い る 。 締 付 け リ ン グ ３ ０ ０ の 基 端 部 ５
０ ０ 側 か ら の 装 着 は 、 基 端 部 ５ ０ ０ を 閉 腕 さ せ る 方 向 に 閉 じ 、 締 付 け リ ン グ ３ ０ ０ の 直 径
部 の 大 き い 部 分 を 利 用 で き る よ う に で き る だ け 中 心 付 近 を 通 過 さ せ る 。 こ れ に よ っ て 、 締
付 け リ ン グ ３ ０ ０ 装 着 後 、 所 定 の 幅 に 基 端 部 ５ ０ ０ が 復 元 し た あ と は 、 容 易 に 基 端 部 側 か
ら は 締 付 け リ ン グ ３ ０ ０ が 脱 落 す る こ と が な く な る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 ま た 、 湾 曲 部 ６ ０ ０ の 自 己 拡 開 性 は 締 付 け リ ン グ ３ ０ ０ の 自 重 よ り も 強 く 成 形 さ れ て い
る 。 そ の た め 、 締 付 け リ ン グ ３ ０ ０ は 、 湾 曲 部 ６ ０ ０ を 変 形 さ せ て 、 先 端 側 へ 移 動 す る こ
と も な く 、 爪 部 開 き 幅 Ｌ を 狭 め る こ と も な い 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 ま た 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 生 体 組 織 （ 図 示 せ ず ） を 把 持 す る 場 合 は 、 内 視 鏡 用 ク リ ッ プ
装 置 ２ に 設 け ら れ て い る 操 作 ワ イ ヤ ４ １ ０ の 先 端 に 自 己 拡 開 機 能 が 付 与 さ れ た 一 対 の 操 作
ワ イ ヤ 先 端 鉤 ４ ２ ０ が 付 設 さ れ て お り 、 こ の 一 対 の 操 作 ワ イ ヤ 先 端 鉤 ４ ２ ０ を ク リ ッ プ 基
端 コ の 字 状 部 ２ ３ ０ 内 側 に 引 っ 掛 け 、 操 作 部 材 ４ ３ ０ の 内 腔 に あ る 前 後 移 動 可 能 な 操 作 ワ
イ ヤ ４ １ ０ を 引 張 る こ と で 締 付 け リ ン グ ３ ０ ０ は 操 作 部 材 ４ ３ ０ の 先 端 に 突 き 当 た る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 さ ら に 操 作 ワ イ ヤ ４ １ ０ を 引 張 る こ と で 本 体 ２ ０ ０ は 、 本 体 ２ ０ ０ の 基 端 部 ５ ０ ０ 側 か
ら 締 付 け リ ン グ ３ ０ ０ の 内 腔 内 に 徐 々 に 引 き 込 ま れ 、 本 体 ２ ０ ０ は 閉 腕 し て い く 。 本 体 ２
０ ０ 閉 腕 の 際 、 湾 曲 部 ６ ０ ０ は 本 体 ２ ０ ０ 両 腕 内 側 が 当 接 す る が 、 本 体 ２ ０ ０ 両 腕 の 間 隔
は 、 リ ブ ２ ２ ５ 同 士 が 当 接 す る 距 離 よ り 短 く な る こ と は な い 。 ま た 、 本 体 ２ ０ ０ 閉 腕 の 際
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、 締 付 け リ ン グ ３ ０ ０ 先 端 の 位 置 が 湾 曲 部 ６ ０ ０ に あ る 状 態 で は 、 締 付 け リ ン グ ３ ０ ０ の
内 壁 と 本 体 ２ ０ ０ の 接 触 面 積 が 非 常 に 小 さ く 、 摩 擦 に よ っ て 締 付 け リ ン グ ３ ０ ０ の 位 置 が
固 定 さ れ な い た め 、 操 作 ワ イ ヤ ４ １ ０ に よ る 引 張 状 態 か ら 開 放 さ れ る と 、 本 体 ２ ０ ０ の 自
己 拡 開 力 に よ り 締 付 け リ ン グ ３ ０ ０ を 本 体 基 端 側 ５ ０ ０ へ 押 し 戻 し 、 本 体 ２ ０ ０ は 閉 腕 操
作 前 の 本 体 先 端 爪 部 ２ １ ０ が 開 い た 状 態 に 戻 る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 そ し て 本 体 ２ ０ ０ が 湾 曲 部 ６ ０ ０ 先 端 側 境 界 ま で 締 付 け リ ン グ ３ ０ ０ 内 に 引 き 込 ま れ る
と 、 本 体 先 端 爪 部 ２ １ ０ が 合 わ さ り 嵌 合 さ れ 、 図 ３ に 示 す よ う に 生 体 組 織 （ 図 示 せ ず ） を
把 持 し た 状 態 と な る 。 こ の と き 、 向 か い 合 う リ ブ ２ ２ ５ の ク リ ッ プ 腕 垂 直 方 向 高 さ の 和 が
、 本 体 先 端 爪 部 ２ １ ０ の 嵌 合 時 向 か い 合 う 本 体 腕 先 端 幅 Ｍ と 等 し け れ ば 、 向 か い 合 う 組 織
把 持 湾 部 ７ ０ ０ は 略 平 行 に な る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 ま た 、 リ ン グ の 内 腔 に あ り （ 図 示 さ れ て い な い が ） 、 第 一 の 段 差 部 ２ ２ ２ で は 、 締 付 け
リ ン グ ３ ０ ０ の 内 壁 と 、 本 体 ２ ０ ０ の 接 触 面 積 が 大 き く な る た め 、 締 付 け リ ン グ ３ ０ ０ が
本 体 基 端 部 側 ５ ０ ０ へ 戻 る こ と が な く な る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 第 二 の 段 差 部 ２ ２ ３ は 、 締 付 け リ ン グ ３ ０ ０ の 内 径 よ り も 広 い 幅 に 加 工 さ れ て い る た め
、 第 二 の 段 差 部 ２ ２ ３ を 越 え て 本 体 ２ ０ ０ が 締 付 け リ ン グ ３ ０ ０ に 引 き 込 ま れ る こ と は な
い 。
　 次 に 、 操 作 ワ イ ヤ ４ １ ０ を 引 っ 張 り 込 ん だ 反 対 の 方 向 に 戻 せ ば 、 一 対 の 操 作 ワ イ ヤ 先 端
鉤 ４ ２ ０ に は 自 己 拡 開 機 能 が 付 与 さ れ て い る た め 、 ク リ ッ プ 基 端 コ の 字 状 部 ２ ３ ０ か ら 一
対 の 操 作 ワ イ ヤ 先 端 鉤 ４ ２ ０ が 自 動 的 に 外 れ る 。 本 体 ２ ０ ０ を 保 持 し て い る 締 付 け リ ン グ
３ ０ ０ は 前 記 の と お り 、 第 一 の 段 差 部 ２ ２ ２ に 位 置 し て お り 、 本 体 ２ ０ ０ と 締 付 け リ ン グ
３ ０ ０ 内 壁 の 接 触 面 積 が 大 き く 、 強 く 係 合 し て い る た め 、 本 体 ２ ０ ０ は 生 体 組 織 を し っ か
り と 把 持 で き 、 す ぐ に 外 れ て し ま う こ と が な く 、 長 期 に 渡 り 生 体 組 織 を 把 持 し た 状 態 を 維
持 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 本 体 ２ ０ ０ の 材 質 と し て は 消 化 液 な ど に よ る 劣 化 が 少 な く 、 外 力 を 付 与 し な い 状 態 で は
開 い た 状 態 を 維 持 し て い な け れ ば な ら な い た め 、 弾 性 に 富 む 板 バ ネ 材 な ど の 金 属 製 板 が 好
ま し く 、 例 え ば ス テ ン レ ス や チ タ ン な ど が 挙 げ ら れ る 。 本 体 先 端 爪 部 ２ １ ０ は 、 生 体 組 織
を し っ か り と 把 持 す る た め に 、 先 端 部 を 内 側 に 折 り 曲 げ 、 折 り 曲 げ た 先 端 部 が 本 体 ２ ０ ０
の 閉 腕 の 際 に は 隙 間 無 く 合 わ さ り 嵌 合 す る よ う に し 、 更 に そ の 嵌 合 部 に 凹 凸 を 設 け る こ と
が 好 ま し い 。 特 に 限 定 は さ れ な い が 、 本 体 先 端 爪 部 ２ １ ０ の 曲 げ 角 度 θ １ は 、 ク リ ッ プ の
組 織 把 持 状 態 維 持 を 目 的 と す る マ ー キ ン グ 用 途 に は 、 ほ ぼ 直 角 で あ る こ と が 好 ま し く 、 止
血 や 縫 縮 な ど の 組 織 結 紮 を 目 的 と す る 用 途 で は 、 本 体 先 端 爪 部 ２ １ ０ が 組 織 に 入 り 込 み 、
組 織 表 面 を 滑 ら ず に 寄 せ て く る 必 要 が あ る た め 、 本 体 先 端 爪 部 ２ １ ０ と 組 織 の 接 触 度 と 、
ク リ ッ プ 開 腕 角 度 か ら 算 出 さ れ た 値 で あ る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 ま た リ ブ ２ ２ ５ の 形 状 は 、 特 に 限 定 さ れ な い が 、 向 か い 合 う 閉 腕 角 度 補 正 部 材 の 形 状 が
互 い に 同 じ で あ る 必 要 は な く 、 一 方 の 閉 腕 角 度 補 正 部 材 の 頭 頂 部 が 凸 状 で あ れ ば 、 も う 一
方 の 閉 腕 角 度 補 正 部 材 は 凹 状 に し て 受 け の 機 能 を 持 た せ た 方 が 、 両 閉 腕 角 度 補 正 部 材 当 接
時 の 頭 頂 部 滑 り に よ る 腕 の ず れ が 生 じ に く く な っ て 良 い 。
　 ま た 爪 部 開 き 幅 Ｌ は 、 本 体 腕 の 長 さ と 、 湾 曲 部 ６ ０ ０ の 曲 げ の 強 弱 に よ っ て 自 由 に 決 定
で き 、 特 に 限 定 は さ れ な い が 、 本 体 閉 腕 時 に お け る 締 付 け リ ン グ ３ ０ ０ の 先 端 か ら 本 体 先
端 ま で の 長 さ Ｎ の ２ 倍 以 下 が 好 ま し く 、 こ の 開 腕 幅 の と き 、 寄 せ て き た 組 織 を し っ か り と
把 持 す る こ と が で き る 。
　 ま た 締 付 け リ ン グ ３ ０ ０ の 材 質 と し て は 本 体 ２ ０ ０ を 閉 じ た 状 態 に 維 持 で き る 剛 性 が あ
り 、 そ し て 消 化 液 な ど に よ る 劣 化 の 少 な い 材 質 、 例 え ば 金 属 や プ ラ ス チ ッ ク が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 以 下 に 、 本 発 明 の 他 の 実 施 形 態 に つ い て 説 明 す る 。
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【 ０ ０ ２ ５ 】
　 本 発 明 の 第 二 の 実 施 形 態 に つ い て 図 ４ に 示 す 。
　 湾 曲 部 ６ ０ ０ 先 端 側 境 界 に 、 締 付 け リ ン グ ３ ０ ０ の 本 体 先 端 側 へ の 移 動 を 規 制 す る 規 制
部 ２ ２ ４ が 設 け ら れ て い る 。 本 体 ２ ０ ０ が 、 第 一 の 外 力 に よ り 湾 曲 部 ６ ０ ０ 先 端 側 境 界 ま
で 締 付 け リ ン グ ３ ０ ０ 内 に 引 き 込 ま れ る と 、 本 体 先 端 爪 部 ２ １ ０ が 合 わ さ り 嵌 合 さ れ 、 図
５ に 示 す よ う に 生 体 組 織 （ 図 示 せ ず ） を 把 持 し た 状 態 と な る 。 ま た こ の と き 、 湾 曲 部 ６ ０
０ 先 端 側 境 界 に 設 け ら れ て い る 規 制 部 ２ ２ ４ が 締 付 け リ ン グ ３ ０ ０ 先 端 と 当 接 す る 。 こ の
状 態 に お い て 本 体 ２ ０ ０ は 、 先 端 本 体 先 端 爪 部 ２ １ ０ 同 士 が 嵌 合 し 、 組 織 を し っ か り と 結
紮 し た 状 態 に あ る た め 、 本 体 ２ ０ ０ の 閉 腕 操 作 に よ る 止 血 、 縫 縮 な ど の 結 紮 効 果 を 確 認 す
る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 も し 、 最 適 な 結 紮 状 態 で な け れ ば 、 操 作 ワ イ ヤ ４ １ ０ に よ る 引 張 状 態 か ら ク リ ッ プ を 開
放 す る こ と で 、 本 体 は 自 己 拡 開 性 能 に よ り 開 腕 し 、 再 度 組 織 を 掴 み 直 す こ と が で き る よ う
に な る 。 そ し て 、 最 適 な 結 紮 状 態 で あ る こ と を 確 認 し た 後 に 、 操 作 ワ イ ヤ ４ １ ０ を 更 に 強
い 力 （ 第 二 の 外 力 ） で 引 張 る こ と で 、 締 付 け リ ン グ ３ ０ ０ は 規 制 部 ２ ２ ４ を 折 り 、 ま た は
変 形 さ せ な が ら ク リ ッ プ 先 端 側 へ 移 動 し 、 図 ６ に 示 す 状 態 に な る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 こ の 状 態 で は 、 締 付 け リ ン グ ３ ０ ０ の 内 腔 に あ り 図 示 さ れ て い な い 第 一 の 段 差 部 に お い
て 、 締 付 け リ ン グ ３ ０ ０ 内 壁 と 、 ク リ ッ プ 腕 の 接 触 面 積 が 大 き く な り 、 さ ら に は 、 内 腔 で
、 規 制 部 が 係 合 し 係 止 し て い る た め 、 摩 擦 力 が 増 加 し 、 締 付 け リ ン グ ３ ０ ０ が ク リ ッ プ 基
端 側 へ 戻 る こ と が な く な る 。 第 二 の 段 差 部 ２ ２ ３ は 、 締 付 け リ ン グ ３ ０ ０ の 内 径 よ り も 広
い 幅 に 加 工 さ れ て い る た め 、 第 二 の 段 差 部 ２ ２ ３ を 越 え て 本 体 ２ ０ ０ が 締 付 け リ ン グ ３ ０
０ に 引 き 込 ま れ る こ と は な い 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 次 に 、 操 作 ワ イ ヤ ４ １ ０ を 引 き 込 ん だ 方 向 と 反 対 の 方 向 に 戻 せ ば 、 一 対 の 操 作 ワ イ ヤ 先
端 鉤 ４ ２ ０ に は 自 己 拡 開 機 能 が 付 与 さ れ て い る た め 、 本 体 基 端 か ら 一 対 の 操 作 ワ イ ヤ 先 端
鉤 ４ ２ ０ が 自 動 的 に 外 れ る 。 本 体 ２ ０ ０ を 保 持 し て い る 締 付 け リ ン グ ３ ０ ０ は 前 述 の と お
り 、 第 一 の 段 差 部 ２ ２ ２ か ら 第 二 の 段 差 部 ２ ２ ３ の 領 域 に 位 置 し て お り 、 本 体 ２ ０ ０ は 生
体 組 織 を し っ か り と 把 持 し 、 す ぐ に 外 れ て し ま う こ と が な く 、 長 期 に 渡 り 生 体 組 織 を 把 持
し た 状 態 を 維 持 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 ま た 、 図 ７ に 示 す よ う に 本 体 ２ ０ ０ の 組 織 把 持 湾 部 ７ ０ ０ に 腕 補 強 部 材 ２ ４ ０ が 設 け ら
れ て い て も 良 い 。 腕 補 強 部 材 ２ ４ ０ の 長 さ は 、 特 に 限 定 は さ れ な い が 、 本 体 ２ ０ ０ に 閉 腕
時 、 締 付 け リ ン グ ３ ０ ０ 先 端 よ り も ク リ ッ プ 基 端 側 ま で 形 成 さ れ て い る こ と が 好 ま し い 。
こ れ に よ り 硬 性 組 織 結 紮 時 、 お よ び 結 紮 後 の ク リ ッ プ 組 織 把 持 湾 部 ７ ０ ０ の 変 形 を 抑 え る
こ と が で き 、 組 織 を し っ か り と 把 持 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 次 に 、 本 発 明 の 第 三 の 実 施 形 態 に つ い て 図 ８ に 示 す 。 規 制 部 ２ ２ ４ は 、 本 体 ２ ０ ０ の 板
面 に 対 し て 水 平 に 設 け ら れ て い て も よ い 。 こ の 形 態 の 規 制 部 ２ ２ ４ は 、 締 付 け リ ン グ ３ ０
０ 先 端 と の 当 接 面 積 が 大 き く 、 確 実 に 締 付 け リ ン グ ３ ０ ０ の 本 体 先 端 方 向 へ の ス ラ イ ド 移
動 を 抑 制 で き る 。 ま た 、 第 二 の 外 力 が 掛 か っ た 際 、 ク リ ッ プ 先 端 方 向 に 曲 が っ た 規 制 部 ２
２ ４ が 締 付 け リ ン グ ３ ０ ０ の ク リ ッ プ 先 端 方 向 へ の ス ラ イ ド 移 動 を 妨 げ な い よ う に 第 一 の
段 差 部 に 規 制 部 ２ ２ ４ が 収 ま る 凹 部 ２ ２ ６ が 設 け ら れ て い て も よ い 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 ま た 、 規 制 部 ２ ２ ４ は 締 付 け リ ン グ ３ ０ ０ と 当 接 し 、 締 付 け リ ン グ ３ ０ ０ の 本 体 先 端 側
へ の 移 動 を 規 制 す る 形 状 で あ れ ば よ く 、 例 え ば 、 図 示 し て い な い が 、 腕 部 外 表 面 に 形 成 さ
れ た の 突 起 で あ っ て も よ い 。 こ の 規 制 部 ２ ２ ４ は 、 第 一 の 外 力 に よ り 、 ク リ ッ プ が 閉 腕 す
る と と も に 締 付 け リ ン グ ３ ０ ０ 先 端 と 当 接 し 、 締 付 け リ ン グ ３ ０ ０ の 本 体 先 端 側 へ の 移 動
を 規 制 す る 。 そ し て 、 最 適 な 結 紮 を 確 認 し た 後 に 第 二 の 外 力 に よ り 、 本 体 腕 部 が 向 か い 合
う 腕 部 内 側 方 向 へ 撓 む こ と に よ り 、 締 付 け リ ン グ ３ ０ ０ は 規 制 部 ２ ２ ４ を 越 え て 本 体 先 端
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側 へ 移 動 し 、 第 一 の 段 差 部 ２ ２ ２ と 締 付 け リ ン グ 内 径 が 係 合 す る こ と に よ り 結 紮 状 態 を 維
持 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 本 発 明 の 第 四 の 実 施 形 態 を 図 ９ な い し 図 １ １ に 示 す 。
　 図 ９ に 示 す よ う に 、 規 制 部 ２ ２ ４ が 、 両 腕 部 ２ ２ ０ の そ れ ぞ れ 対 向 す る 内 側 に 加 工 さ れ
、 ま た 、 図 １ ０ に 示 す よ う に 、 締 付 け リ ン グ ３ ０ ０ の 内 腔 に リ ブ 状 に 締 付 け リ ン グ 側 規 制
部 ３ １ ０ を 設 け て も よ い 。 本 実 施 形 態 の 内 視 鏡 用 ク リ ッ プ １ に 締 付 け リ ン グ ３ ０ ０ を 図 １
０ に 示 す 左 側 面 か ら 係 合 さ せ る と 、 第 一 の 外 力 に よ り 図 １ １ （ a） に 示 す よ う に 規 制 部 ２
２ ４ と 締 付 け リ ン グ 側 規 制 部 ３ １ ０ が 当 接 し 、 最 適 な 結 紮 を 確 認 し た 後 に 、 第 二 の 外 力 に
よ り 規 制 部 ２ ２ ４ と リ ン グ 側 規 制 部 ３ １ ０ の 少 な く と も 一 方 が 変 形 、 ま た は 折 れ る こ と に
よ り 、 締 付 け リ ン グ ３ ０ ０ が 本 体 先 端 側 へ 進 行 し て 第 一 の 段 差 部 ２ ２ ２ と 強 く 係 合 し 、 図
１ １ （ b） に 示 す よ う に ク リ ッ プ の 閉 腕 状 態 が 維 持 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 ま た 、 締 付 け リ ン グ 側 規 制 部 ３ １ ０ の 形 状 は 、 特 に 限 定 は さ れ な い が 、 締 付 け リ ン グ 側
規 制 部 ３ １ ０ の 高 さ Ｒ は 、 本 体 閉 腕 操 作 時 に 締 付 け リ ン グ 側 規 制 部 ３ １ ０ が 通 過 す る 本 体
断 面 に お け る 向 か い 合 う 本 体 腕 内 面 の 最 小 幅 Ｔ よ り 低 く 、 ま た 、 向 か い 合 う 締 付 け リ ン グ
側 規 制 部 ３ １ ０ の 間 隔 Ｓ は リ ブ ２ ２ ５ の 幅 Ｐ よ り も 広 く 、 か つ 本 体 最 小 腕 幅 Ｑ よ り も 狭 く
成 形 さ れ て い る と 、 回 転 に よ る 本 体 ２ ０ ０ と 締 付 け リ ン グ ３ ０ ０ の ず れ が 抑 え ら れ 、 締 付
け リ ン グ 側 規 制 部 ３ １ ０ は 規 制 部 ２ ２ ４ と 当 接 す る ま で 他 所 に 引 っ 掛 る こ と な く ス ム ー ズ
に 閉 腕 操 作 を 行 う こ と が で き て 好 ま し い 。 ま た 、 本 体 ２ ０ ０ の ク リ ッ プ 基 端 部 平 面 ２ ２ ７
の 板 幅 は 、 特 に 限 定 は さ れ な い が 、 締 付 け リ ン グ 側 規 制 部 ３ １ ０ の 形 状 に 凹 に く び れ て 成
形 さ れ て い る と 、 締 付 け リ ン グ ３ ０ ０ の 本 体 ２ ０ ０ へ の 装 着 が 行 い 易 く な り 、 好 ま し い 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 本 発 明 の 第 五 の 実 施 形 態 と し て 図 １ ２ お よ び 図 １ ３ に 示 し た 。 図 １ ２ に 示 す 本 体 ２ ０ ０
の 基 端 部 ５ ０ ０ に 、 例 え ば 図 １ ０ に 示 す 締 付 け リ ン グ ３ ０ ０ を 図 １ ０ に 示 す 右 側 面 か ら 係
合 さ せ た 本 体 は 、 第 一 の 外 力 に よ っ て 、 図 １ ３ （ a） に 示 す よ う に 向 か い 合 う 本 体 先 端 爪
部 ２ １ ０ が 嵌 合 し 、 か つ リ ブ ２ ２ ５ と 締 付 け リ ン グ 側 規 制 部 ３ １ ０ が 当 接 し て 、 適 切 な 把
持 が 確 認 で き た 後 に 第 二 の 外 力 に よ っ て 締 付 け リ ン グ 側 規 制 部 ３ １ ０ が 変 形 ま た は 折 れ て
締 付 け リ ン グ ３ ０ ０ が 本 体 先 端 側 へ 進 行 し 、 第 一 の 段 差 部 ２ ２ ２ と 係 合 し て 図 １ ３ （ b）
に 示 す よ う に 閉 腕 状 態 を 維 持 さ せ る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 本 発 明 の 第 六 の 実 施 形 態 と し て 図 １ ４ お よ び 図 １ ５ に 示 し た 。
　 上 記 の よ う な 締 付 け リ ン グ 側 規 制 部 ３ １ ０ を 備 え る 締 付 け リ ン グ ３ ０ ０ を 用 い た 場 合 、
こ の 締 付 け リ ン グ 側 規 制 部 と 当 接 す る 本 体 に 設 け ら れ た 規 制 部 は 、 図 １ ４ に 示 す よ う に 、
本 体 ２ ０ ０ の よ う に 、 本 体 ２ ０ ０ の 基 端 側 の 板 平 面 に 設 け ら れ た ス リ ッ ト 状 規 制 部 ２ ２ ８
で あ っ て も 良 い 。 こ の 本 体 ２ ０ ０ の 基 端 部 ５ ０ ０ に 、 例 え ば 図 １ ０ に 示 す 締 付 け リ ン グ ３
０ ０ を 図 １ ０ に 示 す 左 側 面 か ら 、 締 付 け リ ン グ 側 規 制 部 ３ １ ０ が 本 体 の ス リ ッ ト 状 規 制 部
２ ２ ８ に 係 合 す る よ う に 装 着 す る と 、 第 一 の 外 力 に よ っ て 図 １ ５ （ a） に 示 す よ う に 向 か
い 合 う 本 体 先 端 爪 部 ２ １ ０ が 嵌 合 し 、 か つ 締 付 け リ ン グ 側 規 制 部 ３ １ ０ と ス リ ッ ト ２ ２ ８
の 本 体 先 端 側 端 面 が 当 接 し て 締 付 け リ ン グ ３ ０ ０ の 本 体 先 端 側 へ の 移 動 が 係 止 さ れ 、 適 切
な 把 持 が 確 認 で き た 後 に 第 二 の 外 力 に よ っ て 締 付 け リ ン グ 側 規 制 部 ３ １ ０ が 変 形 ま た は 折
れ て 締 付 け リ ン グ ３ ０ ０ が 本 体 先 端 側 へ 進 行 し 、 第 一 の 段 差 部 ２ ２ ２ と 係 合 し て 図 １ ５ （
b） に 示 す よ う に 閉 腕 状 態 を 維 持 さ せ る こ と が 可 能 と な る 。 こ の ス リ ッ ト 状 規 制 部 ２ ２ ８
は 、 締 付 け リ ン グ 側 規 制 部 ３ １ ０ と 当 接 し て 、 締 付 け リ ン グ ３ ０ ０ の 本 体 先 端 側 へ の 移 動
を 係 止 で き れ ば 良 い た め 、 本 体 板 を 貫 通 し て い る 必 要 は な く 、 特 に 限 定 は さ れ な い が 、 例
え ば 向 か い 合 う 本 体 腕 外 面 か ら 内 面 へ 打 ち 出 さ れ た 凹 状 で 合 っ て も 良 い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ６ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 第 一 の 実 施 例 と な る 内 視 鏡 用 ク リ ッ プ の 正 面 図 、 平 面 図 、 左 側 面 図 で あ
る 。
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【 図 ２ 】 内 視 鏡 用 ク リ ッ プ 装 置 に よ り 、 本 発 明 の 内 視 鏡 用 ク リ ッ プ を 装 着 し て い る 状 態 を
示 し た 概 略 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 一 実 施 例 と な る 内 視 鏡 用 ク リ ッ プ で 生 体 組 織 を 把 持 し た 状 態 を 示 し た 正
面 図 、 平 面 図 、 左 側 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 第 二 実 施 形 態 と な る 内 視 鏡 用 ク リ ッ プ の 正 面 図 、 平 面 図 、 左 側 面 図 で あ
る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 の 第 二 実 施 形 態 と な る 内 視 鏡 用 ク リ ッ プ が 第 一 の 外 力 に よ り 閉 腕 し 、 組 織
を 把 持 し た 状 態 を 示 す 正 面 図 、 平 面 図 、 左 側 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 本 発 明 の 第 二 実 施 形 態 と な る 内 視 鏡 用 ク リ ッ プ が 閉 腕 し 、 閉 腕 が 維 持 さ れ た 状 態
を 示 す 正 面 図 、 平 面 図 、 左 側 面 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 本 発 明 の 他 の 実 施 形 態 を 示 す 正 面 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 本 発 明 の 第 三 の 実 施 形 態 と な る 内 視 鏡 用 ク リ ッ プ の 正 面 図 、 平 面 図 、 左 側 面 図 で
あ る 。
【 図 ９ 】 本 発 明 の 第 四 の 実 施 形 態 と な る 本 体 の 正 面 図 、 平 面 図 、 左 側 面 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 規 制 部 を 備 え た 締 付 け 部 材 の 左 側 面 図 、 正 面 図 、 右 側 面 図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 本 発 明 の 第 四 の 実 施 形 態 と な る 内 視 鏡 用 ク リ ッ プ 閉 腕 し 、 閉 腕 を 維 持 し た 状 態
を 示 す 正 面 図 で あ る 。
【 図 １ ２ 】 本 発 明 の 第 五 の 実 施 形 態 と な る 本 体 の 正 面 図 、 平 面 図 、 左 側 面 図 で あ る 。
【 図 １ ３ 】 本 発 明 の 第 五 の 実 施 形 態 と な る 内 視 鏡 用 ク リ ッ プ が 閉 腕 し 、 閉 腕 を 維 持 し た 状
態 を 示 す 正 面 図 で あ る 。
【 図 １ ４ 】 本 発 明 の 第 六 の 実 施 形 態 と な る 本 体 の 正 面 図 、 平 面 図 、 左 側 面 図 で あ る 。
【 図 １ ５ 】 本 発 明 の 第 六 の 実 施 形 態 と な る 内 視 鏡 用 ク リ ッ プ が 閉 腕 し 、 閉 腕 を 維 持 し た 状
態 を 示 す 正 面 図 で あ る 。
【 図 １ ６ 】 従 来 品 を 示 し た 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ７ 】
１ 　 　 　 　 内 視 鏡 用 ク リ ッ プ
２ 　 　 　 　 内 視 鏡 用 ク リ ッ プ 装 置
１ ０ ０ 　 　 生 体 組 織
２ ０ ０ 　 　 本 体
２ １ ０ 　 　 本 体 先 端 爪 部
２ ２ ０ 　 　 両 腕 部 （ 腕 部 ）
２ ２ １ 　 　 凸 部
２ ２ ２ 　 　 第 一 の 段 差 部
２ ２ ３ 　 　 第 二 の 段 差 部
２ ２ ４ 　 　 規 制 部
２ ２ ５ 　 　 リ ブ （ 閉 腕 角 度 補 正 部 材 ）
２ ２ ６ 　 　 凹 部
２ ２ ７ 　 　 ク リ ッ プ 基 端 部 平 面
２ ２ ８ 　 　 ス リ ッ ト 状 規 制 部
２ ３ ０ 　 　 ク リ ッ プ 基 端 コ の 字 状 部
２ ４ ０ 　 　 腕 補 強 部 材
３ ０ ０ 　 　 締 付 け 部 材 （ 締 付 け リ ン グ ）
３ １ ０ 　 　 締 付 け リ ン グ 側 規 制 部
４ １ ０ 　 　 操 作 ワ イ ヤ
４ ２ ０ 　 　 操 作 ワ イ ヤ 先 端 鉤
４ ３ ０ 　 　 操 作 部 材
５ ０ ０ 　 　 基 端 部
６ ０ ０ 　 　 湾 曲 部
７ ０ ０ 　 　 組 織 把 持 腕 部
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９ ０ ０ 　 　 ク リ ッ プ
９ １ ０ 　 　 基 端 連 結 部
９ ２ ０ 　 　 ク リ ッ プ 腕
９ ２ １ 　 　 ク リ ッ プ 腕
９ ２ ２ 　 　 ク リ ッ プ 先 端 爪 部
９ ３ ０ 　 　 括 れ 部
９ ４ ０ 　 　 操 作 部 材
９ ５ ０ 　 　 ク リ ッ プ 閉 じ リ ン グ
Ｌ 　 　 　 　 爪 部 開 き 幅
Ｍ 　 　 　 　 爪 部 当 接 時 の 向 か い 合 う ク リ ッ プ 腕 先 端 幅
Ｎ 　 　 　 　 ク リ ッ プ 閉 成 時 に お け る 締 付 け リ ン グ ３ ０ ０ 先 端 か ら ク リ ッ プ 先 端 ま で の 長 さ
Ｐ 　 　 　 　 閉 腕 角 度 補 正 部 材 の 幅 Ｐ
Ｑ 　 　 　 　 ク リ ッ プ 最 小 腕 幅
Ｒ 　 　 　 　 締 付 け リ ン グ ３ ０ ０ 側 規 制 部 の 高 さ
Ｓ 　 　 　 　 向 か い 合 う 締 付 け リ ン グ ３ ０ ０ 側 規 制 部 の 間 隔
Ｔ 　 　 　 　 ク リ ッ プ 閉 腕 操 作 時 に 締 付 け リ ン グ ３ ０ ０ 側 規 制 部 が 通 過 す る ク リ ッ プ 断 面 に
お け る 向 か い 合 う ク リ ッ プ 腕 内 面 の 最 小 幅
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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【 図 ４ 】 【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

(10) JP 2007-97664 A 2007.4.19



【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】
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【 図 １ ３ 】 【 図 １ ４ 】

【 図 １ ５ 】 【 図 １ ６ 】
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